
　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、お健やかに輝かしい新春を迎えられ

たことと心よりお慶びを申し上げます。

　国難ともいえる新型コロナウイルスには２年もの間、人々は

平和的な日常を奪われ、苦しみの中に不自由な生活を強いられ

てきました。これほどまでに長きにわたって私たちの生活に影

響を及ぼすとは想像もしなかったことではないかと思います。

　社協もその影響を受け実施できない事業も多い中、皆さまか

らの社協会費、共同募金、歳末たすけあい募金など本会の意義

を改めてご理解をいただき、温かいご支援とご協力を賜りまし

たことに心より厚くお礼申し上げます。

　近年、地球温暖化などによって各地での自然災害が多発し、被災した人たちが苦難と闘っ

ておりますが、少しでも被災した人たちに寄り添いたい、助けになりたいとボランティア

で汗する姿には本当に頭が下がる思いです。何かと試練が多い世の中にあって、私たちは

どんなに困難であろうと、どんなに苦しい状況であっても、心の中の「希望」という明か

りは絶対に消してはならないと強く思うところです。

　コロナの終息にはまだまだ時間がかかると思いますが、町民の皆さまにとりまして、希

望に満ちた素晴らしい一年になりますことを、役職員一同、心よりご祈念申し上げ、年頭

のご挨拶とさせていただきます。





令和３年１０月１８日開催『パークゴルフ大会』

令和３年１１月２９日開催『ゲートボール大会』

　１１月１９日に訓子府町遺族会会員懇談会を開催い

たしました。この懇談会は新型コロナウイルス感染症

の影響により例年町主催で行われる戦没者追悼式や旭

川で挙行される旭川護国神社例大祭などの参拝が中止

となり、会員同士の交流や親睦を深める機会が減少さ

れていることに伴い、開催されたものです。当日は町

公民館において訓子府町創建７０年の記念映像を視聴

し、その後は町内にて会員同士の交流を行いました。

参加された会員は当時の町の映像に、昔の風景や古い

知人などを見つけ、久し振りの交流を楽しんでいまし

た。



　１１月１８日、町公民館において『地域のいいね発表会』が行わ

れました。

　この発表会は町内で活動する「集いの場」、「交流の場」におい

て自分たちが何気なく日常的に行っていることの中にあるたくさん

の“いいね”を見つけ、住民の皆さんが活躍する地域づくりを知っ

てもらい、さらに良い活動を目指そうという目的で開催されたもの

です。当日は３７名の町民が参加し、活動されている方の取材風景

の写真や動画を保健師や生活支援コーディネーターから紹介しまし

た。また、今年度も町教育委員会「くんねっぷの未来づくり大会」

として共催となっており、社会福祉法人アンビシャス 長谷川理事長

から『つながり、支え合う地域とは』をテーマに講演をいただきま

した。講演後はグループトークを行い、実践発表や講演の感想を話

し合い、参加者それぞれが決意表明を行い、訓子府町の『いいね』

を再確認していました。

　新型コロナウイルス感染症の影

響により令和４年３月まで開催を

中止としているふれあい昼食会に

かわり『社協ふれあいサロン』を

開催いたしました。ふれあい昼食

会とは違い参加者の皆さんと一緒

に食事を楽しみながらの交流はで

きませんでしたが、訓子府町創建

７０年の記念映像を視聴した後、

民生委員児童委員によるビンゴ

ゲームを行い、５３名の参加者は

久しぶりの交流を楽しんでいまし

た。帰りにはふれあい昼食会協力

員が用意したかぼちゃ饅頭と甘納

豆蒸しパンのお土産も渡され、最

後まで笑顔が溢れる会となりまし

た。この社協ふれあいサロンは引

き続き参加者の皆さんに楽しんで

もらえるよう、令和４年３月まで

毎月１回の開催を予定しています。

　北海道コカ・コーラボトリング株式会社様（本社：札幌市）は、地域に対する社会貢献活動の

一環として、子ども達やお年寄りをはじめとした多くの皆様へ笑顔をお届けすることを目的に、

１９６８年から毎年クリスマス時期にあわせて北海道内の社会福祉施設へ製品を寄贈しています。

この活動は今年で５４年目を迎え、全道で約７３０ヶ所の社会福祉施設へ合計約８万２千本が届

けられました。

　本町では１２月８日に「くんねっぷ静寿園」、「NPO法人きらきら本舗」、「グループホーム

はるる」の３施設に合計３６０本の製品が本会を通じ寄贈されました。



〔５〕

　社会福祉協議会では、介護保険制度に伴う『訪問介護事業所』を運

営しています。ご自宅にホームヘルパーが訪問し、様々な援助を行い

ます。当事業所では介護の資質向上を目指し、定期的に研修を受けて

いる介護福祉士等の有資格者を配置しています。サービスを受けられ

る方は介護保険制度による介護認定を受けている『要介護者』及び

『要支援者』です。

※介護認定を受けられていない方は町福祉保健課（地域包括支援セ

　ンター）にご相談下さい。

　訓子府町における介護保険サービスに係る雇用確保及び介護保険サービスの安定供給を図るため、

北海道介護職員初任者研修実施要綱に規定する「介護職員初任者研修過程」を受講する方へ費用の一

部を助成いたします。

〔助成対象者〕　　町内に住所を有する者で、町内の介護保険事業所に就業している者又は就業を

　　　　　　　　　希望する者。

〔助成対象研修〕　　介護職員初任者研修

〔助成対象経費〕　　初任者研修における受講料

〔助成金限度額〕　　２５，０００円

※助成後は本会で修了者名簿を作成し、町内介護保険事業所に情報提供することがあります。

※その他、詳細についてはお問い合わせ下さい。

助成いたします！



〔６〕

　社会福祉法人 訓子府福祉会の職員として永きに亘り会の発展

に多大な貢献をされている功績が認められ授賞されました。

　北見地区保護司会保護司として会の発展に

多大な貢献をされている功績が認められ授賞されました。

■貸付対象

　新型コロナウィルス感染症の影響を受け、休業等により収入

の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持のための貸し付けを

必要とする世帯（生活保護世帯は対象となりません）。

■貸付限度額

　以下の①～⑥のいずれかに該当する場合、一世帯につき１回限

　り20万円以内。

①世帯員の中に新型コロナウィルス感染症の罹患者等がいる場合

②世帯員に要介護者がいる場合

③４人以上の世帯である場合

④世帯員に子の世話を行うことが必要となった労働者がいる場合

・新型コロナウィルス感染症の拡大防止策として臨時休業した小

　学校等に通う子

・風邪症状など新型コロナウィルス感染症に感染したおそれのあ

　る、小学校等に通う子

⑤世帯員の中に個人事業主がいること等のため、収入減少

　により生活に要する費用が不足する場合

⑥上記のほか、特に資金需要が認められる場合

その他の場合、一世帯につき１回限り10万円以内。　

■据置期間：貸付の日から１年以内

■貸付利子：無利子

■償還期間：据置期間終了後２年以内

■保証人等：不要

■申請窓口：訓子府町社会福祉協議会

■受付期間：令和４年３月3１日まで

※特例貸付コールセンターも開設しておりますので、

　貸付に関するご相談、申込み様式請求等についてご利用

　下さい。（TEL ： ０１２０－３２１７６０）

　認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など判断能力が不十分

な方が地域において自立した生活が送れるよう、利用者との契約

に基づき、生活支援員がお手伝いをいたします。

〔利用対象者〕

　　在宅で生活している方で判断能力に不安を感じており、事業　　　　　　

　内容を理解し契約能力がある方。（契約締結ガイドラインに基

　づき契約能力があるかを判断いたします。）

〔サービス内容〕

　①福祉サービス利用援助

　　福祉サービスの情報提供、利用手続き等

　②日常的金銭管理サービス

　　金融機関からの払い戻し、各支払い

　③書類等の預かり

　　金融機関の貸金庫利用の場合は実費負担

　※①が基本事業となりますので②、③のみの利用はできません。

〔利用料〕１時間：1,200円＋生活支援員の交通費実費

　経済的な理由で一時的に資金を必要とする方、負

傷又は疾病の療養に必要な経費及びその期間中に生

計を維持するために必要な「生活資金」・「医療資

金」を貸付けします。(限度額：５万円)

【医療資金の貸付要件】

　・医療費の支払いが貸付金額の概ね５割以上と

　　なること

　・医療機関が発行する領収書等を２ヶ月以内に

　　提示すること（連帯保証人不要）

　※「生活資金」貸付につきましては、連帯保証

　　人が必要となります。詳しくはお問い合わせ

　　下さい。

中 條 広 喜 氏（東 町）     小 野 修 二 氏（東 町）

白 崎 隆 徳 氏（旭 町）　山 田 順 子 氏（穂 波）

佐 藤 純 一 氏（穂 波）

■令和３年度全国社会福祉協議会会長表彰

■北海道地方更生保護委員会委員長表彰

■令和３年度釧路保護観察所長表彰

■令和３年度釧路保護司会連合会長表彰

緊 急 小 口 資 金 【 特 例 貸 付 】 の ご 案 内


